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1 卒論進行状況

卒論提出日 6/25(月) → 6/29(金)12:00に変更

卒業論文発表会 7/5(木) 16:30 - 16:50

テーマ「重イオンビームを用いた大立体角中性子検出器 NEBULAのテスト実験」

SAMURAI commissioning での 7Li(p, n)7Be 反応での NEBULA の中性子の時間分解能と

efficiencyを求めることが最終目的。

章立ては目次ページを添付した。現在は残っているやるべきことを挙げると

• slew補正

SBTの left triggerで γ 線の slew補正は一度やってみたが、SBT right, leftの平均 T0 を

用いた補正も一度試した

t0 での slew補正パラメータを用いた方が分解能が悪い。

• HPCを用いた位置の calibration

• 中性子の時間分解能の評価
• 0◦ 方向の efficiency評価

• HPC, エレクトロニクスについての説明文を追加

• 卒論に載せる図の作成

など
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h9_bny
Entries  143
Mean   -64.44
RMS     0.413
Underflow       1
Overflow       22
Integral     120

 / ndf 2χ  15.81 / 15
Constant  2.50± 17.68 
Mean      0.03± -64.47 
Sigma     0.0267± 0.2382 
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NEBULA QuPed vs TAveSlwT0 ch1 bny

図 1 t0 を用いた slew補正パラメータ (1回)での NEUT101Uの時間分解能
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NEBULA QuPed vs TAveSlwT0 ch1 bny

図 2 SBT2 left の時間を用いた slew補正パラメータ (1回)での NEUT101Uの時間分解能
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